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本論文の 要旨は, 第15回 日 本消化器 外科学全総合 に 於 い て 発表 した ｡
近年 , 肝切 除の 手術手技並 び に 術後管理技術 の 向上
に よ っ て ,広範肝切除術が広 く行 な わ れ る よ う に な り t
胆嚢 癌, 肝門郡癌 な ど の 黄痘 を伴 う患者に 対し て も肝
切除を必要とする機会が増 え つ つ あ る =引 . こ の よ う な
閉塞性黄痘肝に 対する肝切除限界 に 関 し て は未解決の
問題が多く , 残存肝 の 機能 を解明する こ と は重要な課
題で あ る .
肝 切除後の 病態に関 し て は先ず1931･年 H iggin s及
び Ande rs o n8)が簡 易な ラ ッ ト肝 大量切除法を紹介 し
た以 後. 数多く の 研究結果 が報告 さ れ て い る . す な わ
ち肝葉の 一 部 を 切除 す る と残存肝 で は 肝細胞増殖促進
物質と抑制物質の バ ラ ン ス が失 わ れ , D N A合成 ,R N A
合成 , 蛋白合成な ど が盛 ん と な り t 肝 細胞の 分裂が著
しく 冗進 し41. ミ ト コ ン ド リ ア の 機能冗進が関与 して い
る こ と が 判明 した 印 . 一 方 , 胆 汁う っ 滞 に よ る黄痘肝
で は , ど リ ル ビ ン 又 は胆汁酸に よ り , 肝 ミ ト コ ン ド リ
ア 膜が 強く 障害さ れ , 肝 ミ ト コ ン ド リ ア 機能 は低下す
る と報告さ れ て い る T卜 川 . し か し こ の よう な 黄痘肝 に
肝切除を加え た際の 残存肝 の 再生 に つ い て は , い ま だ
不明な点 が 多く , 特 に 残存肝 に お け る核酸 , 蛋白合成能
と肝機能 の 経時的推移 に 関 す る 報告は み られ な い .
そ こ で 著者 は閉塞性黄痘肝切除後の 残存肝 に お け る
再生状態 , 肝 細胞機能 を把握す るた め , 閉塞性黄痘 ラ
ッ ト を 作成 し , 70% 肝切除を行 い , 肝再生 の 急性期 川
に お け る残存肝の 肝内核酸 , 蛋白含量 を 経時的 に 測定
し .ま た
3 H - T hymidine .
3H q Le u cine を 用 い て .
肝 D N A合成活性 , 肝蛋白合成活性を測定 し た . 更 に 黄
痘肝切除前後 の 肝組織標本 を作成 し , 肝細胞再生 の 状
態 を検討 し た . 又 . 血液 一 般肝機能検査及 び ど タ ミ ン
Kl 負荷 へ パ プ ラ ス チ ン テ ス ト な ど の 臨床的検査 に よ
り , 肝切除後 の 残存肝機能 を検討す る とと もに , 更に
血清 ミ ト コ ン ドリ ア G O T を測定 し , 肝 ミ ト コ ン ドリ
ア 機能 と の 関連性を検討 した . そ の 結果 , 閉塞性黄垣
肝切除後 の 残存肝に お け る核酸 . 蛋白合成能及び肝細
胞機能面 で 興味 あ る知見を得 たの で 報告す る .
材料お よ び方法
1. 実験動物
実験動物 と し て , 体重 230 ～ 330g の 雄性 ウ イ ス タ
ー 系 ラ ッ トを 用 い . 室温 25 ± 1 ℃, 湿度 55± 5 %の
環境下 に 自動給水 , C R F-1固型飼料 で 飼育 し た. 実
験動物群 の 作成 は術前約 24時間の 絶食後 , エ ー テ ル 麻
酔 に よ り , 表 1 の 如 く , 次の 実験動物群 を作成した .
1) 正常肝切群: ま ず単開腹を行 い . 単開腹後7
日目迄 を術前 , 7 日目 に 肝切除 を行 な い そ の 後を 術後
と し た . 肝切除 は Hig gin s･ Ande r s o nの 方法 に より ,
約 7 0 %の 肝切除 を行 な っ た .
2 ) 黄痕群: ま ず総胆管 を 2垂結賀し . 総胆管及
び肝十二指腸間膜を切離 す る こ と に よ り 閉塞性黄痕を
作成 し . 作成後 7 日目に 単開腹を行な っ た . 単開腹前
を術前 と し , 単 開腹後を術後と した .
3) 黄痘肝切群: 以 上 と同様 に 閉塞性竜也 を作成
し , 作 成後 7 日目 に 肝切除 を行 な っ た . 肝切除前を術
前 と し , 肝切除後を術後 と し た .
以 上 3群の 何 れ も感染 及 び癒着 を予防 す る た め , 術
中に Am picillinlOOmgを 腹腔内に 注入 した . 実験動物
群作成後 , 以 下 の 検索 を 行な っ た .
2. 血液 一 般 肝機 能検査
無処置群 と正常肝切軋 黄垣群 . 黄痘肝切群の 術前
及 び術後 の 1 臥 3日 , 7日 目 に , 前 日 か ら約24時間
A Study of Liv erRege n er atio n afterPartial Hepatecto myinJa u ndiced Rats, With Special
Referen ce to Nu cleic Acida nd Pr otein Synthesis. Po RenYa ng, Departm entof Su rgeryII,
(Director:Pr of. I. M iya z aki), School of Medicin e, Ka n a z aふa univ ersity.
貴痘肝切除後 の肝再生
表 1 実験動物作成
正 常肝 切群 単 開 腹･一 ･･70 %肝 切除 ･･1 日 ････2【ト ･3【l -▲7日
黄 匡 群 胆 管結繋 - - - - - - 一 単 開 腹 - 一 一 1 日 - - - 2r トー ー3【▲l - 一 - - - - - - 7日
黄掩肝切群 胆 管結 繋 - - - - 一 一 - 7 0% 肝 切除 - 1 日 - 2 日 _ 3 日
0 7日目 8日日 9用1 こ抑酎I 14日目
絶食後 , エ ー テ ル 麻酔下で 開腹 し , 速 や か に 腹大動脈
より採血を行 い , 以下 の 検 査に 供 し た .
1) 血清絵 ビ リ ル ビ ン 値 (Je ndr assik,Clegho r n
法)
2) 血清総蛋白量(Biu r et法)
3) 蛋白分画 ( 電気泳動法 , セ ル ロ ー ズ ア セ テ ー
ト膜)
4) 血清Glutamic o xalo a c etic tra n s amin a s e活
性値 (U V法): 以 下 G O T と略す.
5) 血清Glutamic p yr u vic tr a n s a min a s e活 性
値 (U V法): 以 下 G P Tと略す .
6) 血清Alkalin epho sphata se活性値(Kind -
King 法): 以 下 A L P値 と略す .
3. 肝 の 組織学的検査
採血 を行 な っ た後 , 肝の 一 部を取 り , 10 %ホ ル マ リ
ン液で 固定 し , Maye rの へ マ ト キ シ リ ン 液 に よ り , へ
マ ト キ シ リ ン ･ エ オ ジ ン 染色を行 い , 組織学的検討 に
供し た ･ 更に 肝 の 一 部 を取 り , 凍 結 切片 を作成 し ,
Sudan Ⅲ に よ り , 脂肪 染色 を行 な っ た .
4･ 肝 の 核酸 お よび 蛋白の 化学的定量
残 っ た肝臓 を冷生食水 に て よく 洗醸 し , ろ 紙で 十分
に水分 を吸 い 取り , 手早く 温室量 の 4 倍量 の 冷生食水
を加え , テ フ ロ ン ホ モ ジ ナ イ ザ ー で 20 %肝 ホ モ ジ ネ ー
ト を 作 成 す る . Schmidt-T ha n nha u s er-Schn eide r
法1 2 卜川 に 若干 の 変更を加 え て , 表 2の 如く , 核酸 , 蛋
白を抽出し ･ Bu rto n法1 5,, Or cin ol法1 6}, Lo w ry1 7)法
に より De o xyribo n u cleic a cid ( 以下 D N Aと略す),
Ribo n ucleic a cid(以 下 RN A と略す) と 蛋白の 含量
を測定 し た .
5･ 肝 I)NA へ の9 H ･T hymidin e の 取 込 畳 及 び 肝
蛋白 へ の 3 H- k u cin eの 取 込 畳 測定
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表2 Sch mi dt-T ha n nha tlS e r-Schn eide r 法に よる
肝核酸蛋白の抽出
冷生食20%肝 ホモ ジネ ー ト 1∬J
冷10%P C A 3.0鱒J
水冷10分後




(O r 亡in ol法lこ よるR NA定塁)
0.5N K U Ii4. 0書J
37℃で16､ 訟時間放置
水冷
c oれ C･ R C lO.2∬J
lO% P C A 4.0■J
混和後 ､ 氷蘭 で10分間放置
O
c藩心(I O.0 0 0rpm . 10分)






(1 0,000rp 叫 川 分)
(8u r t o n勤 こよ るD N A定盤) (Lo w ry法に よろ鮮自定量)
新 た に 無処置群 と正常肝切群 . 黄痕群 ∴ 黄痕肝切群
の 術前及 び術後 1 日, 2 日, 3 日目に 前日 か ら約 24時
間 の 絶 食 を行 な い , 屠 殺 2 時間前 に 股 静 脈 よ り
〔Methyト
3H〕T hymidine(48Cu ries/m m ol)又 は L-
〔4.5･
3H〕Le u cin e(52Cu rie s/m m ol)を 8FLCi/10 0g
体重注射 し , 2時間後 , 肝臓を 採取し た . 表3の 如く ,
D N A, 蛋白 を抽出し , グ ラ ス フ ィ ル タ ー 上 に 補集 して
ア ロ カ L S C-671の 液体 シ ン チ レ シ ョ ン カ ウ ン タ ー で
測定 し . 肝 D N A, 蛋白 へ の 取 込み 放射活性 を肝湿重量
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1g あ た り で 示し た . 更に , 正常肝切群及 び 黄虹肝切群
の 術後1 日目 の 肝切片 を用 い て Auto r ad iogr aphy に
よ り . T hymidin e取込の 状態を検討 し た .
6. ビ タミ ン Kl 負荷 ヘ パ ブラ ス チ ン テ ス ト及 び 血
清 ミ トコ ン ド リア G O Tの 測定
更 に 無処置群 と正 常肝切群 , 黄痘群 , 黄痘肝切群 の
術前及び術後 1 日, 3 日 . 7 日目 に 前 日 か ら約24時間
の 絶食を行な い , 屠殺8 時間前に ど タ ミ ン K1 mg筋注
表3 8H -T hymidin e 又 は -Le ucine の 肝 D N A
又 は 蛋白 へ の取込 量測定法
冷生食20% 肝 ホモ ジネ ー ト 1■′
冷10% T C A 3.0耳J
氷冷10分後
O
c遠心 ( 1 0. 0 0rp 叫 10 分 )
上槽 沈織
(酸可溶性分繭 ) 0.5 N K O H4.0■J
37
●
c でほ ～ 20 時間放頗
水冷
e o n e, H Cゼ0.2■J





室温で 融静後 ､ 氷冷
1
24 仰 W もa tm an グ ラ ス ロ 紙で 炉過
冷5 % T C Aで 3回洗職
乾燥後 ､ 5∫′トル エ ン ､ シ ン テ レ タ 一
に て放射楢性軸足
し , 8 時間後 , エ ー テ ル 麻酔下 で 開腹 し , 以 下 の 検査を
行な っ た .
1) ビ タ ミ ン Kl 負荷 へ パ ブ ラ ス チ ン テ ス ト(以下
K H P T と略す):
あ らか じ め 1容量 の 抗凝固剤 (3.8% クエ ン 酸 ナ ト
リ ウ ム )を 入れ た シ リ コ ン 処理 ガ ラ ス 真空管を用い .
下大静脈 よ り 9容量の 血液 を採取 し ,測定 に供 した .
測定 は あ らか じめ 調整 され た へ パ ブ ラ ス テ ン テ ス ト
用試薬 (エ ー ザイ)0.25 山 をガ ラ ス 試験管(0.8 ×
6c Ⅲ) に 入れ , 37 ℃恒温槽内 で 約 5分間加温後 , 採
血 し た静脈血 の 血栄 0.010mエを加 え ,混和後37 ℃で
2 0秒静置後 , 室温 で 凝固時間を測定 し た . っ い で 各
ロ ッ ト毎 に添付 さ れ て い る標準曲線 か ら対応す る活
性値 を読 み , ヘ マ ト ク リ ッ ト値 に よ る 補正 を行な っ
た .
2 ) 血清ミ ト コ ン ド リ ア G O T(以 下 m - G O Tと略
す) の 測定:
腹大動脈 よ り 血液を採取 し , 血清を 分離 して , 測定
に 供 し た . 測 定 は G O T is o zym e che mipha r(カ ラ
ム 法)に よ り , S- G O T を 吸着さ せ , 未吸着分画の m ･
G O T を溶出 し , m ･ G O T活性を 測定 し た . 別に 通常
の 方 法 に より 総 G O T活性 を測定 し , m -G O T活性値
を差 し引 き . s- G O T活性値 を求 め更 に m ･ G O T,S-
G O T比 を算出し た .
成 梼
1. 血 液 一 般肝 機 能: ( 表4)
表 4 術前, 術後 に お け る血紫蛋白及 び肝機能の変動
Ritin山言Il rr tItt､i】l AllIlllllii αl + ♂2 β r
A/G
0 0 T 0 Ⅰ> T A I-P
呼 / ′甘｢ ′l､o L 81 乳♂ ダ/ /ガ/ タ/〃J タ/祝 タ/〃J Ⅹ U K U K A
附
前
無 処 設 群
0 2 6 6 4 0 3.8 8 0.93 0.4 4 1. 4 1,5 6 9 5.0 0 1 3.0 0 2 0.4 2
土江0 9 三0:32 士0.1 8 土0. 8 土0. 6 土0.2 4 1 0.24 ±29.7 3 ± 2.0 0 ± 5.4 1
単 開 腹 7 日 目
0 2 4 8Ⅰ6 3.4 0 l.0 9 0.5 0 1. 6 1.2 3 8 2.6 0 1 Ⅰ.2 0 13,9 4
±0二0 9 土0:2 4 土0.25 工0.1 1 ±0.0 6 土0. 8 土0.1 3 士21.70 エ 3.1 1 ユ 1.83
董痘 作成 7 日日
1 214 5.8 2 2.78 0.81 0.4 5 1.78 0,9 1 35 l.20 40.4 3 1.2 8





1 L】 と･l 05 4
5 2 6 28 7 0.9 9 0.3 7 1.02 1.2 0 5 0 l.4 0 14 5.20 23.6 0
士0:0 9 土0: 6 土0:03 tO.0 4 ±0. 4 土0. 5 ±0.03 ± 80.8 6 ±27.6 2 ± 4,92
3 Ⅰ】 H 028 5 2 8 2
92 0 70 0.4 7 1. 2 1.2 3 1 9 5.6 0 1 7.4 0 4 0.9 4
肝
切
1 0:08 ±0二22 土0二1 9 土0二1 7 ±0.2 0 ±0.3 9 士0.1 3 ± 92.81 土 7.5 0 J lO.6 7
7 1｣ 臼 0
34 5 6 9 3 24 0 6 6 0.39 1.3 8 1.3 3 1 4 0,8 0 21.8 0 2 6.4 0群 土0ニ1 1 王0:16 ニ0:20 土0こ08 ⊥0.1 2 ±0,21 士0.1 5 ±5 7.6 4 ヱ1 1.5 0 ± g.6 5
董
同
1 L】 臼 978 4 6 8 2.3 l
0.7 1 0.39 1.2 6 0.98 485.60 4 5.6 0 2 8.5 4
+豆70 ±0:45 土0.2 1 士0.1 0 ±0.0 6 ±0.1 6 士0.09 ±33.3 2.ナ1 5. 2 ±
6.60
3 Ll = 9 0
7 4 4 6 21 7 0 60 037 1.31 ● ● ● 134 1.6 0 8 2.2 0 38.9 6即
切
±夏57 士0:71 土0:4 0 ま0:14 ±0コ2 土0.3 3 土0,19 ±74 7.31 土38.16 土 7.3 8
7 L】 ‖ 872 5 16 21 9 0 75




ちL63 ±0二4 2 10:30 士0:12 土0:08 土0:29 士0.1 7 士2 28. 3 土7 5.35 ± 7.5 7
1 日 f】 1 034 5.6 6
2
.
3了 1.1 2 0.5 5 1.60 0.72 576.6 0 6 6.20 34.1 4
!2二4a ±0,2 8 ±0.18 】0.0 7 ● ●
●
土0.1 3 土0.0 4 三20(),4 6 土35.02 土13.4 9
3 日 H 1 1 4 4
5 T 8 2.54 0.91 0.54 1.7 7 0.7 9 5 6 3. 0 52.20 29.84
土3:2 l･ 土0二6 1 土0.26 †0.1 5 ±0.1 2 ±0.31 二!0.07 ±2 4 1.58 ±31.7 8･ ± 7,07
7 【1 日 12 26･ 5 5 6 a41 0.9 5 0.42 1.7 7 0.7 6 6 6 0,2 4 5.4 0 28.10
±1:1T 士0二49 土0.2 T t O.15 ±0.1 1 ±8.17･ 士0.0 8 ±4 08.88 二±18,9 7 土1 3,21
n = 5 . M e a n † S D
黄痘肝切除後の肝再生
1) 血清総 ビ リ ル ビ ン 値の 変化: (図1)
総 ビ リ ル ビ ン 値は 無処置群の 0.26 ± 0.09mg/dlに
比し ･ 黄痘群で は , 作成後 7 日日 に 12.14 ± 1.21 と
著明に 上昇し(p < 0.01),術後 も ほ ぼ同程度の 高値
を維持 し た ･ こ れ に対 して 黄痘肝切群で は . 術後1
日目 9･78 ± 2･70,3 日目 9.07± 2 .5 7,7 日目8.72
± 1■63と 高値で あ るが 術前値 に 比 し , ゆ る や か な低
下を示 し･ 7 日目 で 黄痘群 に 比 べ , 有意差 を認 め た
(p <0･01)･ 正常肝切群 で は , 術後 1 日目 0.54±
0･09と僅か で あ るが 有意 に 上昇 し (p < 0.01), 3
日目 か ら正常値 に 戻 っ た .
2) 血清総蛋白量 , 蛋白分画 の 変動: (図 2)
血清総蛋白畳 は無処置群 の 6.40± 0.32g/dlに 比
し , 正常 肝切群 で は , 術前値6.16 ± 0.24 と やや減
少 し･ 術後 1 日目 5.26 ±0.06 と約15 %の 減少が あ
り (p < 0･01), 3 日目迄 ほぼ こ の 状 態を 維持 し た
が ･ 7 日目に 5･69± 0.16 と 増加 を 示 し た (p <
0･05)･ 黄痘 群で は , 無処 置群 に 比 べ , 作成後 7 日
目 に 5･82 ± 0･16 と減少 し(p < 0.01), そ の 後単開
腹に よ り そ れ程影響 さ れず 墳ば い状 態を 呈 し た . 黄
痘肝切群 で は , 術複 1 日日 4.68 ± 0.45 と術前値に
比 し , 減少を 示 し(p < 0.01),3 日 日4.46 ± 0.71
と無処置群よ り30 %の 低値 に 達 し , 7 日日 5.16 ±
0･42 と や 増加 の 傾向を示 し たが ,正 常肝切群 に 比
べ
, 有意 の 低値 を呈 し た (p < 0.05).
血清ア ル ブ ミ ン 豊 は無処置群 の 3.88± 0.1 8g/ dl
に比 し , 正常肝 切群 で は, 術 前値3.4 0± 0 .25 と や
や減少し(p < 0.01).術後 1 日目 2.87 ± 0.03 と更
に 減 少 を 示 し た が (p < 0.01), 3 日目 2.92 ±
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図1 術前, 術後に お け る血清総 ビリ ル ビ ン 値の変動
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黄痘群 で は 備 前値 2･ 柑 ±0.07 と無処置群 に 比 し ,
約 25 %の 減少 を示 し(p < 0･01),術後1 日目2.37
± 0･1 8 と更 に 減少 し (p < 0.01), 3 日 目 2.54±
0･26･7日 目2･41± 0･27 と無処置群よ り約30%低
い レ ベ ル で 横ば い 状態 を呈 し た . 黄痘肝切群 で は ,
更に 減少傾向が強 く術後1 日目2.31± 0.21.3 日日
2
･17± 0･ 吼 7 日日 2･19± 0･30 と回復の 傾向が少
なく ･ 無処置群 に 比 して 40 %以 上 正常肝切群 と比
して も 3 0 %程の 低値で あ っ た ･ A/G比 は無処置群
の 1･56± 0･24に 比 し ･ 正 常 肝切群 で は , 術 前 値
1･23± 0･13 と低下 を示 し(p く 0.05 ) 備 後1 日目
1･20± 0･03 で あ っ た が , 3 日目 1.23± 0.13.7 日
目1･33 ± 0･1 5 と や や改善 の 傾向を示し た . 黄痘群
で は･ 術前値 0･91 ± 0･06 と無処置群 に 比 し , 低下
が 著し く(p < 0･01) 備 後1 日目 0.72± 0.04 と更
に 低下 し(p < 0･01)t 3 日目か ら 0.79 ±0.07,7日
目 0･76 ± 0･08 と横ば い の 値 を示 し た . 黄痘肝切群
で はt 術後1 日目 0.98 ±0.09 と術前値に 比 し , 一
過 性に や や 上昇の 傾向を示 し た が , 3 日 目 0.96±
0･19,7 日目0.75± 0.1 7 と再び 黄痘群 の レ ベ ル に
低下 し た .
3 ) 肝機能の 推移: (園3 )
G O T は無処置群の 95■00± 29.73K Uに 比 し , 正 常
肝切群で は ･ 術前値82･60± 21. 70 と著明 な差 は な
か っ た が ,術後 1 日目 に 501.40± 80.86と急激に上
昇 し (p < 0･01), 3 日 日 195瀾 ± 92.81 ,7 日目
140･80± 57･64と 正 常値 に 回復 し た. 黄痘群 で は ,
術前値351･20± 188･42 と既 に 上昇し(p < 0.05),
術 後 1 日目 576t 0± 2 肌4 6.3 日目 563.60 ±
241･58･7 日目 660･20 ± 408･ 8 と高値 を示 した . 黄
止間肝切僻
------一 丸 匹 鮮
∴
顛担IF切群
M は n 七 SD れ
= 5
1 書Pく 0.O l
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図2 術前, 術後 に お ける血 清総蛋白量, ア ル ブ ミ ン
量 , A/G比 の変動
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痘肝切群 で は , こ の 上昇傾向は更 に 強く術後 3 日目
1341.60± 747.31,7 日目1149･60±228･83で あ
っ
た . (p < 0 .05) G P T も同様 に ･ 無処置群の 13･00
± 2.00に 比 し , 正常肝 切群 で は , 術 前 値 11･20 ±
3.11と 著明 な変動 は な か っ た が . 術 後 1 日目
145.2 0± 27.62 と急峻な上昇を示 し･ 3日目 17･40
± 7.50.7 日目21.80 ± 11.50と正常値~に 回復 した ･
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図3 術前, 術後 に お ける肝機能の 推移
後 も 1 日目 66.20± 35･02,3 日目 52･20±31･78･7
日目 45.40± 18.97と高値 を呈 し た ･ 黄 捌 千切群で
は , 術 後 1 日目 45.60 ± 15･52･3 日 目 82･20 ±
38.16,7 日目 123.40± 75.35と 上昇を続 け回復 の
傾向を 示 さ な か っ た . A L P は無処置群20･42 ±
5.41に 対 し ,正常肝切群 で は , 術前値 13･94 ± 1･83
と多少低下 した が , 術後1 日目 23･60 ± 4･92(p <
0. 01), 3 日目 40.94 ± 10.67(p く 0･05) と前値
に 比 べ , 有意 に 上昇 し , 3 日目以 後低下 の 傾向を示し
た . 黄痘群 で は , 術前値 31.28 ± 7･18と無処置群に
比 し , 上 昇し (p < 0.05), 術 後 1 日目34t14±
13.49,3日 目29.84 ± 7.07,7 日目 28･1 0± 13･21
と横 ば い 状態 を示 し た . 黄痘肝切群 で は , 術後1 日
目 28.54± 6.60 と術前値 に 比 し ,
一 過 性 の 減少の 傾
向を示 した が 3日 目38.96± 7.38と再 び上昇 し(p
< 0.05 ),7 日目37.44± 7.57 と横 ば い 状 態 を 呈 し
た .
2. 組織学的所見
正常 肝切群で は, 肝切 除後 1 日目 に 肝 細胞 の 核 ･ 核
小体 及 び細胞質 の 大型化を 認 め ･ 細 胞質 に は多数の 微
小空胞 の 出現 が 見 られ た ･ ま た ･ 肝小葉辺縁背 か ら小
葉中間帯 に か け て 多数の 肝細胞 に 有糸分裂像が見られ
たが , グリ ソ ン 鞘 で は胆管上皮細胞 の 増殖像 は認 めら
れ な か っ た . 3 日目 に な ると有糸分裂像 は ば と ん ど観
察で き な く な り . 肝細胞の 門脈を中心 とす る輪状配列
傾向が所 々 に 見 ら れ , 肝細胞 の 大小不同 と核洩染像が
観察 さ れ た . 一 方 , 肝細胞 の 細胞質 で は 多数 の 微小空
胞は依然と し て 観察で き た･ 7 日目で は 門脈 を中 心 と
す る肝細胞の 輪状配列像と細胞質内の 微小空胞が依然
と して 認 め ら れ た . 一 方 瀾 管結染 に よ る黄痘 群で は･
グリ ソ ン 鞘周辺 部 に胆管上皮細胞 の 増殖 ･ 炎症性細胞
浸潤 の 増加 が 見 ら れ , 術後 3 日目以 降で は胆管上皮
細胞の 増殖 は更 に 著明 と なり ･7 日目 に な ると ･
この 変
化 は肝小葉内 に も波及 し , 肝小葉内 に お け る肝 細胞の
占め る面積 の 減少 が 見 ら れ た ･ 黄痘 肝 切群 で は肝切除
後1 日 目 に , グリ ソ ン 鞘周辺 部で の 胆 管上皮細胞の 増
軌 炎症性細胞浸潤の 増加が黄痘群と同程度 に 見 られ -
ま た肝 細胞 の 核 , 核小体及 び細胞質の 大型化も 認 め ･
･細胞質 に は 多数 の 微小空胞の 出現 が 見 ら れ た ･ 胆管上
皮細胞 の 増殖 と同時に 肝小葉辺縁帯 か ら小葉中間帯に
か け て 肝細胞 に 有糸分裂像が見 られ た ･ 3日 目に なる
と有糸分裂像 は は と ん ど観 察で き なく なり , ま た肝細
胞 の 門脈 を中心 と す る輪状配列 は認 め ら れ な か
っ た ･
肝細 胞で は , 細 胞質内に 多数 の 微小空胞が 見 ら れ ･ 肝
細胞 の 変性 と壊死巣が散在性 に見ら れ た ･ 7 日目
に な
る と , 胆管上皮細胞の 増殖像が著明 に なり 一 肝細胞細
黄痘肝切除後の 肝再生
象5 術軌 術後に お ける肝内の 核酸, 蛋白含量の推移
ざ 肝蛋F招 免 (甲イ扉 肝 D N A 含蟄 (呼 今扁 肝 RNA 含 凱 呼イ肝)露悪発会比 牒 比
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胞質内の 空胞は は と ん ど消失 し , ま た 門脈を 中心 と す
る肝細胞の 輪状配列は 見 ら れ なか っ た .
次に Auto r adiogr aphy で 術後 1 日目 の 肝組織像 を
検討す る と , 正 常肝切群及び黄痘肝切群 の 両者 に , 小
葉辺縁 帯 及 び 小 葉 中 間帯 の 肝 細 胞 核 に 3 H -
T hymidin eの 取込 顆粒 が 見 られ たが , 胆管上皮細胞
及び炎症性細胞 へ の 取込顆粒 は ば と ん ど見 られ なか っ
た .
3･ 肝の 核酸 , 蛋白含量 の 推移 : ( 表5)
1) 肝内D N A含量 の 変化: (図4)
肝内 DN A含量 は無処置群の 1.33± 0.10mg /g 肝
に比 し ･ 黄痘群で は術前値1.79± 0.13 と有意 に 増
加を示 し(p く 0.01), そ の 後 , 術後 1 日目 1,88 ±
0･22･3 日目2.02 ± 0.16,7 日目 2.15士 0.21 と徐
々 に 増加 した が ,黄痘肝 切群 で は 術後 1 日目1.4 5±
0･20と → 時的 減少 を 示し (p く 0.05), 3日 目か ら
1･65±0.10 と増加 の 傾向 に 転 じ, 7 日目 1.87 ±
仇10 と増加 を示 し た が(p く 0 .05), 黄痘群に 比 し ,
術後値 は す べ て 有意 の 低値を 示し た . 正 常肝切群 で
は術前値 1.44± 0 .03 と無処置群 に 比 し , 多少増加
した が(p く 0.05),術後1 日目 1.21± 0.09と 一 時
的に 減 少 し(p < 0.01).3 日目か ら 1.34± 0.07,7
日 目 1･58 ± 0.17 と増 加傾向 に 転 じ た . (p く
0･05)正常肝 切群 は黄捌 千切群 に比 べ , 更に 有意の
低値を 示 し た
.
2) 肝内 R N A含量の 変化‥ (図5)
肝内 R NA 含量 は 正 常肝 切群で は , 術前値 11.91±
図 4 術前, 術後に お ける肝内 D N A含量 の 変化
図5 術前, 術後に お ける肝内 R N A含量の 変化
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0.18mg/g 肝 に 対 し , 術後 1 日目10.83 ± 0.79 と
一
時的減少を示 した が (p く 0.05),3 日目 よ り直線的 に
増加 し , 3日 目11.81± 0.76.7 日目 1 右02 ± 0.42 と
7 日目 で 約 20% の 増加 を示 し た (p < 0.01). 黄痘肝
切群 で は , 術後 1 日目11.93± 1.45,3 日 目 11.66 ±
1.19,7 日目 11.24± 0.39 と正常肝切群 より も 低い レ
ベ ル で 横 ば い の 状態を 呈 した . 黄痘 群で は t 術後1 日
目11.21 ± 1.30,3 日目10.79 ± 0.80,7 日目 9.47±
1 .60 と ゆ るや か な減少傾向を示 し , 7 日目 で 黄痘肝切
群よ り も更 に 低か っ た (p < 0.05),
3) 肝内蛋白含量の 変化: ( 図6 )
肝内蛋白含量ほ正 常肝切群 で は ,無処置群 の 137.33
± 2.79mg/g 肝 に 比 し , 術前値 135.33± 5.58 と あ
まり 変動を 認 め な か っ た が , 術 後 1 日 目93.33 ±
4.71 と一 過性 に 著明に 減少 し (p < 0.01), 3 日目
玉15.67± 3.46(p < 0 .01) と , 7 日目 137.99±
5.58(p < 0.01)と 急速 に 回復 を示 した . 黄痘群で
は , 術前値 119.33± 6.93と無処置群 に 比 し , 既 に
15 %程度減少 し(p < 0.01),術後 1 日目 109.00±
5.22,3 日目98.66 ± 11.20,7 日目 97.67± 6.83 と
更 に 減少の 傾向を示し た . 黄痘肝切群 で は , 術 後1
日目92.67 ± 5.48 と正 常肝切群 と同様 に 急 峻 な減
少 を示 し た (p < 0.01). 3日 目 97.6 7±.8.94 と や
や増加 の 傾向 が あり , 7 日目 に 有意の 増加を示 し た
が (p < 0.05), 115.67 ± 9.02に と どま っ た . 黄
痘群 , 黄痘肝切群 で は術後3 日目以後 の 何れも , 正
常肝切群 よ り も有意 に 低か っ た .
4) 肝内蛋白, D N A含量 此 の 変化: ( 図7)
肝内蛋白 , D N A含量比 は正常肝切群 で は . 術 前 値
94.03± 4.86に 比 し, 術 後1 日日77,37 ± 7.26 と
有意 に 低下 し (p < 0.01), 3日 目86.67± 5.62,7
D■〃
図 6 術前, 術後に お け る肝内蛋白含量 の変化
日日 87.73± 7.51 と回復の 傾向を示 し た . 黄痘群で
は
, 術前値 67.19 ± 8.19 と 無処置群 の 1 03.64 ±
9.44に 比 し , 低下が 著 しく (p < 0.01), 術後1 日
目 58
'
.62 ± 8.60,3 日冒 49.50± 9.12,7 日目45.72
± 5.72 と3 群の 中 で も っ と も低値 を示 し た . 黄痘肝
切群 で は , 術後 1 日日 64.96± 8.93 (p < 0.05),
3 日目 59.42± 6.95(p < 0.01), 7 日目62.16 ±
6.95(p < 0.01)と , 正 常肝切群 よ り も低 い レ ベ ル
で 榛 ば い 状態 を呈 し た .
5) 肝内R N A,D N A含量 比 の 変化: (図 8)
肝内 R N A, D N A含量比 は正常肝切群 で は , 術 前値
8.28±0.28に 対 し, 術後 1 日目8.95± 0.54 と上
昇 し (p < 0.05), 3日 目 8.83± 0.40,7 日目 8.93
±0.93 もばば 同 じ値を 示 した . 黄痘 群で は , 術前値
6.4 4± 0.40 と無処置群の 8.7 7 ± 0.40に 比し . 低
下 を 示 し(p < 0.01), 正 常肝切群の 術前値 に比 べ て
も 有意 に 低か っ た(p < 0.01). 術後の 黄痘 群で は1
D■yl
図 7 術 前, 術後に お け る肝内蛋白, D N A含量比 の
変化
図 8 術前, 術後に お け る肝内 R N A, D N A含量比
の 変化 ■
黄痘肝切除後の 肝再生
日日5.97± 0･56,3 日日 5.38± 0.60.7 日目 4.43
± 0.92 と更 に 低下 の 傾向を示L , 正常肝切群 一 哉痕
肝切群 に 比 べ , 有意 に 低か っ た(p く 0,01). 黄痕 肝
切群で は . 術後1 日目8.29 ± 0.67と術前値 に 比 し ,
著明 に 上昇し たが (p く 0.01),3 日目 7.06 ± 0.53
(p < 0.05), 7 日目6.03 ± 0.31 (p く 0.01) と
逆 に 低下 を示 し た . 術後3日 目と 7 日員で 正 常肝切
群 に比 べ , す べ て 有意の 低値を示 した (p <0.01).
4.
3 H - T hymi din e 又 は3 月 - h u cin e の 肝
D N A 又 は肝蛋 白 へ の 取 込 畳 の 推移 : (表6 )
1) 肝D N Aへ の 3H - T hymidin eの 取込量 の 変
化: ( 図9 )
肝 D N Aへ 0)3 H - Thymi din eの 取 込量 は 黄痘 群
で は術前値 1034.92± 86.8訟pm /g 肝, 術後1 日日
959･92± 1弧 25,2 日目1032.17± 196.20,3 日 目
1297･00± 272.59と 無処置群 の 1424.60± 595.96
に 比 L, 多少低 い 傾向を示 し た . 正 常肝切群で は ,
術前値 1296･42± 401.45に 比 し , 術 後 1 日目
9015･00± 1372.41 をピ 【 ク と し . 2 日目 6986.60
± 882･29･3 日目 51 81.50± 1427.26 と か な り高 い
取込 量 を 示 し た . 黄 痕肝切群 で は , 術 後 1 日目
5087･34± 692.52 とピ ー ク を示 し , 2 日目 2644.75
± 678･20 と減少 し (p < 0.01), 3日 日 2033.60 ±
表6 術軌 術後 に お ける肝 D N A, 肝蛋白 へ の 咽
と り こ み 畳
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489.94 と減少を続 け た . こ の 結果は , 黄痕肝切群で
は 正常肝切群に 比 べ , ピ ー ク 時で 約 1 / 2の 取込量
しか 示さ ず . 又 ピ ー ク 直後の 減少の 程度 も大き い こ
と を 示し て い る .
2 ) 肝蛋 白 へ が H- Le u cin eの 取込畳の 変化:
(図 10)
肝蛋白 へ が H-Le u cin eの 取込 量 は黄垣群 で は ,
術 前 値640.84 ± 105.20cpm/g 肝 , 術 後 1 日目
61 3.94± 107.47,2 日 目 723.93± 146.03,3 日 目
726.84± 132.86と 低い レ ベ ル で 横ば い 状態 を呈 し
た . 正 常肝 切群で は , 術 前値 500.59±64.77 と無処
置群の 593.85± 109.41に 比 し , や や減少 の 傾向を
示 し たが , 術 後1 日目 2434.28土 477.38 と著明 に 増
加し (p <0.01), ピ ー ク を呈 し た . 2 日目1 767.13
± 136.40 と 低下 を示 す が (p < 0.01). 3 日目
1688.65± 344,22 と埴ば い の 傾向を呈 した , そ れ に
対 し , 蔑 垣 肝切群 で は , 術 後 1 日日 1851.50 ±
497.25と著明 に 増加 し(p く 0.01), ピ ー ク を示 し
たが ･ 正常肝切群の 1 日目 よ り 有意 に 低 く (p <
0･05), 2 日目1489.40± 326.44 と減少の 傾向 を示
図9 術前, 術後 に お ける肝 D N Aへ の 3Ii とり こ み量
(m ethyl- 3H -T hymi din e8FLCi/100g体重 静注2時間後)
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し , 正常肝切群の 2 日目よ り低 い 傾向を示し た , 3 日
目 に な る と 1039.22 ± 189.04と 更に 減少を示し(p
< 0.05), 正常肝 切群の 3日 日に 比し , 有意 に 低か
っ た (p < 0.01).
5. E H 門値 の変動 :( 図11) ( 表7)
K H P T値 は黄痘群で は, 術前値74.79 ± 9.87 % と無
処置群 の 67.27±6.34 %に 比 し, やや 高 い 傾向を 示し,術
攣1 日目72.7 7± 14.61 %, 3日 目73.71± 1 4.0 7 %,7
日目73.06± 12.33% と ほと ん ど変動 を示 さ な か っ
た . 正常肝切群 で は t 術前値67.74± 6.66 % と無処置
群と同程度で あ っ た が ,術後 1 日目 29.77± 6.27 %と
一 時的に 急峻な 低下 を示 し(p < 0.01).3 日目 62.25
± 8.32% と 急速に 改善 さ れ (p < 0.01), 7 日目 に な
る と 72.69± 7.33% と更 に 改善 し (p < 0.05), 正常
値 に 回復 した . 黄痘肝切群 で は , 術後 1 日目も29.03
図10 術前, 術後に お け る肝蛋白へ の 3H と りこ み量
(L-4.5･ 3H ･Le u cin e8FLCi/100g体重, 静注 2時間後)
図11 術前, 術後 に お け る ビタ ミ ン Kl 負荷 へ パ プ
ラス チ ン テス ト値の 変動
± 5.61% と急峻 な低下を示 し (p < 0.01), 3 日目に
4 6.67± 6.53 % と ゆ る や か な改善 を 認 め (p く
0.01), 7 日目 に な っ て も 52.86 ± 8.12 % と有意の 改
善を 認 め な か っ た . 術後 3 日目 . 7 日目 で 正 常肝切瓢
黄痘群 に 比 べ , す べ て 有意 に 低 か っ た (p く 0.01).
6. G O Tア イ ソ ザ イ ム の 変動:( 表7)
1) 血清m - G O T値の 変化: ( 図12)
血清 m - GO T値は 黄痘群 で は . 術前 値 98.50±
43.1 5K U と無処置群の 14.60 ± 4.2 8に 比し , 著明
な上昇 を 認 め (p < 0.01), 術後 も1 日目115. 0±
33.51,3 日 目 115.83 ± 29.67,7 日目 1 53.28 ±
59.07 と更 に 上昇の 傾向 を示 し た . 黄痘肝切群で は.
術後 1 日目 84 牒0± 20.74と術前値 に 比 し , 多少低
下の 傾向 を示 し て か ら , 3 日目 175.20± 9.26 と逆
に 著明 の 上昇 を認 め(p <0.01),黄痘群 の 術後3日
目 よ り も高値 を呈 し た (p < 0.01). 7 日目 に なると
再 び 125.20± 26.77 と低下し た が (p < 0.01), 黄
痘群 と 同 じ レ ベ ル の 高値を 呈し た . 正 常肝切群で は,
術前 値の 18.40± 7.64 に 比 し , 術後1 日目65.60±
18.09と 鵬 過 性の 上昇を 示 し(p < 0.01),術後3 日
以後 3 日目 23.63± 12.47,7 日目 24.29± 7.54 と
術前値の レ ベ ル ま で に 低下 し た . (p < 0.01) 正 常
肝切群 は術後3 日以 後 で 黄痘群 . 黄痘肝切群の 何れ
より も有意 に 低 か っ た (p < 0.01).
2) 血清m -G O T, S-G O T 比の 変動: ( 表7)
血清 m - GO T,S ･GO T比 は黄痘群 で は術 前値 0.407
± 0.079 と無処置群 の 0.190± 0.089に 比 べ , 約2
K H P T(% ) m C O T(K U)
m G O T
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表 7 術前, 術後 に お ける K H P T及 び G OT
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図12 術前, 術後 に お ける血 清 m G O T の変動
(カ ラ ム 法)
倍 に 上昇 し (p く 0.01), 術 後 1 日目 0.325 ±
0.1 34,3 日目 0.287 ± 0.079,7 日目 0.251 ±0.070
とゆるや か な低下傾向を示した. 黄痘 肝切群で は 術後
1 日目 0..157± 0.106 と術前値 に 比 し, 著明に 低下
し(p < 0.01), 黄痘群の 術後1 日目 に 比 べ , 有意 に
低か っ た (p < 0.05). 3 日目0.345± 0.059と再 び
上昇を示し(p く 0.01),7 日目0.255± 0.112と低
下 した が黄痕 群 より も多少高値 を示 し た . 正 常肝切
群で は , 術後1 日 目 0.187± 0.070.3 日目 0.174±
0.116 と や や 低値 を 示 し た が , 7 日目 0.221±
0.131 と術前値に 比 べ , 著明の 差 は なか っ た .
考 察
黄虹肝切除後 の 肝再生 に 関 す る 基礎的研究 に つ い
て は Hi
.g gin st Ande rs o n
1 8, お よ び M a n n, Fish ba ck
ら 欄 は肝実質細胞 の 再生 は正 常残存肝 の 肝再生 に 比
べ
, 極 端 に 減 少 す る こ と を 報 告 し て い る . 又
Cam e r o n2 0} は黄痘 ラ ッ ト の 再生肝細胞を大網 に 自 家
移植 し , 正 常 ラ ッ トの そ れ に 比 べ . 長く 生存 しな い こ
と か ら , 胆管結敷 は肝再生 を抑制す ると 考え た . これ
に 対 し . Fe rgu s o nら
2‖は肝重量 . 蛋白含量 . mitotic
a ctivity に より 検討 した結果, 正 常肝よ り も黄痘肝切
除後の 再生力 は強 い と 報告 し . Weinbre n22)も胆管結
紫 は肝実質細胞の 再生を抑制し な い と主張し た . 一 方
Andr u sら2 31は3 週間の 黄痘 ラ ッ ト に 肝切除 を施行す
る と , 肝不全 また は感染 に よ っ て の 死亡率が高く , 胆
管結紫 と肝切除を同時に 行 な うと . 術後24時間 で 3H
- T hymidin eの 取込 み が著明 に 低い こ とを 報告 し て
い る . 最近 の 報告で は小沢 , 山本 ら印 一)は黄痘 ラ ッ ト に
肝切除を施行す る と残存肝 の ミ ト コ ン ド リ ア の リ ン 酸
化能及び En e rg ycha rge と も に 急速 に 低下 し , 5時間
以内に 死亡 す る と発表して い る . こ れ ら の 実験成績を
み て も , 黄痘肝 に肝切除を加え た場合の 残存肝の 肝再
生に つ い て は い ま だ統 一 し た見解 は な く , 不明の 点が
多い . そ こ で , 黄痘肝切除後の 残存肝 に おけ る再生状
態及び肝細胞機能 を解明す るた め に . 核酸 , 蛋白合成
能の 面 か ら検討 を加 え t 更 に ミ ト コ ン ド リア 機能 と の
関連 に つ い て 検討 を行 な っ た .
肝葉切除 を加 え る と , 残存肝 で は D N A合成 - R N A
合成 , 蛋 白合成が元適 し , 肝細胞分裂が著明に な る こ
と が 知 ら れ て い る . D N A合成促進因子 と し て は
Fishe r ら
25)
の 門 脈 因 子 . 小 軋 本 庄 ら2 6) の
mito cho ndria stim ulating fa cto r(MSF), Morley,
Kingdo n
2 7)の 血清蛋白 , 蛋白合成促進因子 と し て は
Ho agla nd ら
2 8〉の 肝細胞質 の 可溶画分が知 ら れ ,D NA
合成抑制因子と して は遠 田 , 吉川2 9)の αl グ ロ ブ リ ン ,
蛋白合成抑制因子と し て は Ho agla Ⅲd ら抑 の ミ ク ロ ゾ
ー ム の 蛋白性阻害因子な どが 知 られ て い る . 小沢 , 山
岡
5何 は肝再生初期で は D N A合成に 先行 して , En e rg y
Cha rge は低下 し , ミ ト コ ン ド リ ア の リ ン麒 化能 は冗進
し , 肝 再生時 の 核酸, 蛋白合成の 為の エ ネ ル ギ ー 供給
が増加 す る と し て い る . 一 方 , 閉塞性黄痘肝の ミ ト コ
ン ド リ ア 機能 に つ い て は小沢 ら
7I
, 菅原 ら1 0), 大柳 ら1 1).
佐 藤ら3 =の 報告 が あ り , 胆汁う っ 滞 に よ っ て 肝 ミ ト コ
ン ド リ ア 機能 は低下 す る点で は 一 致 して い る . 菅原 ら
は胆管閉塞 ラ ッ トで t 大柳ら は総腿 管練熟犬で , と も
に 結敢後 5 日以後 に ミ ト コ ン ド リ ア 障害が あ る と報告
し て い る .
さ て , 閉塞性貴痘 ラ ッ ト に 肝切除の 刺激 を加え た場
合の 残存肝に お ける再生現象を究明す る目的 で 正 常肝
切群と黄痘肝切群 を作成 し , 更に 黄垣 に よる影響 の 因
子を考慮 す る た め に 黄痕 群を 作成し て 検討し た . 手術
侵襲及 び絶食に よ る影響を で き る だ け 一 致さ せ る た め
に , 正 常肝切群 と黄痘群に は 単開複 の 操作を加 え た .
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黄痘作成後の 肝切除は肝 ミ ト コ ン ドリ ア 機能障害が出
現す る胆管結繁後の 7 日日 と し た .
ま ず , 血清 ビ リ ル ビ ン 値 の 変動 を み る と , 胆 管結敢
後有意 に 高値 を保 ち , 黄垣肝切除後 はや や 減少の 傾向
を示 すが や は り高値を 呈 し ∴黄痕群 , 輩痕 肝切群と も
に 充分 な胆汁 う っ 滞の 影響を 受 けて い る こ と が 確認 さ
れ た . 次 に 血清蛋白を み る と , 肝の 固有機能を表現す
る血清ア ル ブ ミ ン は正 常肝切群 で は肝切除後 1 日目 に
有意 に 低下 し ,3 日以 後回復を示 し た . 術前値が 無処置
群 に 比 べ , 低下 を示 して い る の は食餌 及 び手術侵襲 に
よ る影響 と考 え ら れ る . W einbr e n3 2)は肝切除後 24時
間 に 細胞の 増殖に 関 す る蛋白合成 は増大す る が胆汁色
素 や ア ル ブ ミ ン な どの 分化 し た機能 に 関す る 蛋 白合成
は低下す ると 報告し て お り , Ca mpbe11 ら
3 別
は 肝 切除
後 44… 48時間後 , ミ ク ロ ソ ー ム ア ル ブ ミ ン の 合成速
度 の 増大 をみ て い る . 又,Schr eibe rら3 4)は肝切除48時
間で , 肝内蛋白合成量は3 倍に 増す に も変 らず , 血清
ア ル ブ ミ ン 量 は ほ とん ど増加 し な い こ と を認め て い る
が 本実験 で も , 一 致 し た所見 を得 た . しか し こ の 事実
は ア ル ブ ミ ン 合成 の 促進の 無 い こ とを 意味す る もの で
なく , 肝切 除に よ り残存肝 で の ア ル ブ ミ ン 合成量 が 術
前 の 合成量 レ ベ ル に 達 し なか っ た も の と考 え られ る .
胆管結染を加え ると 血清 ア ル ブ ミ ン 値 は更 に 低下 し た
が , 黄痘群 , 黄痘肝切群 で は術後 1 日目 ほ ぼ同 じ値 を
示し た . 黄痘肝切群の 残存肝 は体積 が小さ い に も 変ら
ず , 血清 ア ル ブ ミ ン 値が そ れ ほ ど低下 しな か っ た の は
ァノしプ ミ ン の 血中半減期が長い こ と3 5}と 黄痘肝切群 の
術後 1 日目 に あ る程度の 蛋白合成能を も っ て い る ため
と 考え ら れ る . 黄痘 肝切群で は3 日冒以 後 , 回復 を示
さ ず , 逆 に低下 した が こ れ は お そ ら く,3日以 後 , 蛋白合
成能が障害さ れ た た めと 考え られ る . 血清肝機能検査
成績を み て み る と , GO T, G P T など は黄痘群 で は 中等
度上昇 した の に 対 し ,黄痘肝切群 で は肝切除3 日以 後 ,
著明な 上昇を 認 め た が , こ れ は肝切除 の 刺激に よ る肝
細胞機能障害の 増悪 を示唆する も の で あ ろ う . 以 上.
血液 一 般検査成績 を ま と め る と , 黄痘肝切群で は 正常
肝切群 に 比 べ , 再生 時の 蛋白合成能 の 増大は弱 く , 肝
切除後 1 日E引こ ある 程度 の 蛋白合成能 の 増大を 認 め る
が ,3日以 後 , 肝細胞障害の 進行に 従 っ て 蛋白合成能 も
著明に 低下 す る こ とが 推察さ れ た . こ の 点を 解明す る
た め に 次に 肝内核酸, 蛋白含量を測定 し検討 し た .
D NA は細胞核 に 存在 し て お り , 肝 細 胞増殖時 の
D N A含量の 増加 は細胞数 の 増加 を意味す る . 細 一一 方
R N A は核小体と細胞質 に 存在 し , そ の う ち リ ポ ゾ ー




濃度の 増加 は急激な細胞の 増殖と む す び っ い た蛋白合
成と関連 し , 更 に そ の 蛋白合成能 は肝細胞機能の 指棲
の 一 つ で もあ る . そ こ で ま ず , 肝 内 D N A含量 を みる
と ,黄垣 群で は 胆管結繁後 に 上昇 を示し た が こ れは1)
肝細胞 の 壊 死 に 伴 っ た肝再生が起 こ り , 肝細胞が増加
し た た め か 1 2) 従来､ 数多く な い 肝細胞以外の ′ト形細
胞 が急 に 増加 し たた めの ど ち ら か と 想定 で き る . 松
尾3 8)は 閉塞性黄痕が ある 場合 に は肝細胞の 変性壊死 は
広範 に 起 らず , 肝再生 も著明で な い と 報告 して い るが
本実 験 で も 後 述 す る 如 く , 組 織 所 見 及 びa H.
T hymidin eの 取込活性の 成績 は こ の 報告 に 一 致 し て
お り , 従 っ て , 黄痘群 で の D N A含量 の 上昇 は 肝細胞の
再生 に よ る も の と は考え に く い . こ れ に 対 し胆管結熟
後 , グリ ソ ン 鞘周辺 に 著明 な胆管上皮細胞 の 増殖 t 炎
症性細胞浸潤の 増多 が認 め られ , そ れ らの 細胞は肝細
胞 に 比 べ て 細胞質 は小 さ く , 核 の 割合が 大 き い ことか
ら , お そ ら く こ れ ら の 細胞数 の 増加 に よ っ て , DN A含
量が 相対的 に 増加し た も の と考 え ら れ る . 正 常肝切群
と黄痘肝切群 で は肝切除後 1 日目 に D N A含量 の 著明
な落込 み を 認 め , 以 後ほ ぼ 同じ傾斜 で D N A含量 は増
加 し た .Sto w el13 g)4 0〉は肝 細抱増殖 が著明に 起る 前に ,
核 小体が 大き く な るが 核酸濃度は高く な い 時期が ある
と い い , Ha rkn e s s4
2) も肝切除後1 日目 に . 肝細胞核,
核小体 , 細胞質 の 大型 化 を観察し て い る . 本実験で も
肝切除後 1 日目 に , 正 常肝切群及 び黄垣肝切群で 細胞
核 , 核小体 , 細胞質 の 大型 化 を認 め て お り , お そらく
D N A含量 の 落込 み は そ れ ら の 現象 と関連が ある と 考
え られ る .2 日目以 後 で は , 肝細胞 の 再生 に よ っ て 肝細
胞数が急速 に 増加 し .D N A含量 も そ れ に 伴 っ て 増加L
て おり , 黄痘肝切群 で も , DNA 含量 が低下 す る こ とな
く , 増加 す る こ と を 認め た . 以上 か ら , 肝切 除の 刺激
を加 え る と 肝細胞の 形態的変化及 び細 胞増 殖 が起 こ
り , 正 常肝切群 と黄痘肝切群で は D N A含量 が同 じ傾
向で 減少と増加 を示 し , 更に 胆管上皮細胞増殖な どの
影響 で D N A含量 は 正 常肝切群 ,哉 捌千切群 , 黄垣 群の
順で 有意差 を も っ て 相対的 に 増加 して い く もの と考え
ら れ る .
次に 肝内 R N A含量 を 検討 して み る と , 正 常肝 切群
で は肝 切除後 1 日目 に D N A含量 と同様 に , 一 旦 R N A
含量の 低】Fを示 し て か ら , 直緑的 な 上 昇を 呈 し た. こ
の 直線的 な上 昇 は急激 な細胞増殖 と む す び つ い て , 蛋
白合成 が克進 し て い る こ と を 示し て い る と 考 え ら れ
る . 塚 臥 Liebe r m a nら 欄 ‖}は再生肝 で は総蛋白 へ の
1 4
C -ア ミ ノ 酸の 取込 み の 増加 は肝 ポ リ ゾ ー ム の 蛋白
合成能 の 増加 に よ ると推定 して い る . R N A含量 の 増加
は こ の 肝 ポ リ ゾ ー ム 機能 増加を意味す ると 考え られ ,
貴 酬 千切群 に 於 い て 肝切除後1 日目 に ,R NA 含嶺の 増
黄痘肝切除後の 肝再生
加傾向 を示 した の は 胆管上皮細胞 な どの 増加 も多少影
響を及ぼ す が - お そ ら く こ の 時期 に 蛋白合成能が増強
して い る た め と考 え ら れ る .3日 以後 , 正 常肝切群の よ
うな上昇を 認 め ず , 横 ば い 状態を 呈 した が , こ の 時期
に は , 細胞増殖 に 関与す る蛋白合成能が抑制さ れ て い
る こ と が推察 され る . 肝内蛋白含量 を み る と正 常肝切
軌 黄痘 肝 切群 と もに 術後1 日目 に 著明な低下 を示 し ,
そ の 後, 正常肝切群で は R N A含量 の 増加 に 一 致 して ,
3 日白 か ら著明な回復を 示 し ,7 日日 に 完全 な回復を示
したが黄痘肝切群 で は ,R N A含量の 横 ば い 状態 に 一 致
して , 鈍 い 回復 に と どま っ た . 以 上の 肝内 R N A含量,
肝内蛋白含量 を指標 と す る蛋白合成能の 変化か ら , 黄
疫肝切群で は , 術後3 日以 後 , 正 常肝切群 に 比し , 蛋
白合成能が抑制 され て い る こ と が 示唆さ れ る .
さ て , 肝組織の 董 量 に 及 ぼ す胆汁う っ 滞の 影響 を検
討する た め に . 湿重量1g 肝の 乾燥重量 を 測 っ た と こ
ろ . 黄痘 群 , 哉 捌千切群ともに , 胆汁 う つ 滞 に よ る水
分含量 の 増加 は 4 ～ 5% 程度で あり , W einbr e n2 2)の 報
告と 一 致す る 成績を示し た . そ こ で こ の 影響庵 除去す
るた め に , 更に 肝内蛋 白, D N A比 , R NA,D N A比を 求
めた . ま ず , 蛋白, D N A比 をみ ると 黄痘群 , 黄痘肝切
群で は . 正常肝切群 に 比 べ 有意の 低下を示 した が , こ
れは胆 管上皮細胞 の 増殖及 び蛋 白合成能の 低下に よ る
と考え ら れ る . 黄痘群 で は蛋 白合成 の 抑制状態が持続
するた め , 更 に 低値 を呈 した , 正常肝切群 で は術後 1
日目に 落込 み が 見 られ たが . こ れ は肝 切除後 1 日目 に ,
蛋白合成の 冗進 より も , D N A合成 の 元逓 が著明 で あ る
ためと考え られ る . こ れ に 対し董痕肝切群 で は術後1
日目に 正常肝切群 に 比 し , D N A合成の 元遷が そ れ ほ ど
著明で なく , 又 , あ る程度蛋白合成の 上昇が あ る た め
に, 蛋 白 , D N A比 の 落込 み が 見 られ な い の で あ ろ う .
次に R N A, DN A比 を検討す る と , 肝細 胞の 増殖が あ る
場合, R N A
,
D N A比 は 上昇す る3 8). 正 常肝切群 で は肝
切除後1 日目 に 有意の 上昇を 認 め , 以 後も横 ば い 状態
で高値を示 し たが こ れ は細 胞増殖 に 伴 っ て 蛋白合成能
の先進が 1 週間ま で も持続L て い る た め と 考 え ら れ
る ･ 哉租用羊で は胆 管上 皮細胞な ど の 増殖 と 蛋白合成能
の低下 に よ っ て RN A, D N A 比は 有意 に 低下 す る 傾向
を呈し た . 黄 捌千切群 では 肝 切除後 1 日目 に 上昇を 示
し･ 3 日目か ら 低下す る こ と は肝切除後1 日目 に 蛋白
合成能の 九邁を示L な が らも , 正 常肝 切群の よう に 持
続性が なく t 3 日以後 に 蛋白合成能が抑制さ れ て い る
こと を示唆 Lて い る . 以 上より 肝内核酸 , 蛋 白含量 の
変動を ま と め る と . 黄痘 肝 切群で は , 1) 肝切除の 刺激
に よ っ て 肝 内 D N A含量 は正 常肝切群 と同 じ傾向 で 変
動する
. 2 )胆管上皮細胞増殖, 炎症性細胞浸潤 の 増多
393
に よ っ て ･ 肝内 D NA 含量. R N A含量 , 蛋白含量 は影
響 さ れ る ･3) 肝切除後1 日目 で は正 常肝切群 と同様 に
蛋白合成能の 冗進が 認 め ら れ , それ は肝内 R N A含 量
の 増多と RN A,D N A比 の 上昇 に よ っ て 裏付 け ら れ る
が ,3日 日か ら蛋白合成能 が障害さ れ , 肝内 R N A含量
は横ば い 状態 を呈 し , R N A,D N A比 も 著明 に 減少 す
る .
次に 組織像 で は ,肝切除施行後1 日日で 肝細胞 の 核 ,
核小体 , 細胞質 は大型化 し , 有糸分裂像 は約 28時間 で
ピ ー ク に 達 し3 2)4 2), ま た72時間目以後で は , 門脈小葉
は輪状 の 傾向が強く なり , 2週間目で は こ の 現 象 が 軽
減 す ると さ れ て い る . 4 5}本実験 で は ,正常肝切群で こ れ
に 一 致す る所見が見 ら れ たが , 黄痘肝切群で は門脈を
中心 とす る 肝細胞の 輪状配列傾向が な く, 又 , 肝切 除後
7 日目に 細胞質 の 空胞 が正常肝切群 に 比 べ , 急激 に 減
少す る な どの 特異 な所見が得 られ た . 脂肪染色 を行う
と ･ 正常肝切瓢 黄痘肝切群の 両者 に , 微細 な脂肪顆
粒が数多 く見 ら れ . こ の 空胞 は脂肪顆粒で あ る と考 え
ら れ た ･ な お , 正 常肝切群に 比 べ , 黄痘肝切群 で は脂
肪顆粒の 出現 は軽度で あ っ た . (写 真7)
-
こ の 事実か
ら , 肝切除後の 再生過程 , 特 に 肝再生の 急性期 にお い
て
･ 脂肪代謝が何等かの 形 で 関与 して い る もの と 推察
で き る t い ず れ に し て も , 貴疫肝切群 で は門脈小葉の
輪状傾向が欠 如 し , ま た細胞質内の 空胞の 出現 が 正常
肝 切群に 比 べ 軽度 で あ っ た こ と か ら , こ れ ら の 現象が
黄痘肝切時 に お け る肝細胞再生 の 抑制と何等か の 関連
性を有 す る も の と考え られ た .
正常肝 で は D NA 合成が肝切除 に より , 術後 15時間
以後か ら急速 に 増大 し ,20～ 25時間で ピ ー ク と なり ,
上昇 し た レ ベ ル で 数日 間持続す る こ と は多く の 報告で
一 致 し た所見で あ る4 6,
～ 4 9)
. 本実 験0)3 H- T hymi dine
取込 豊 か ら見 た D N A合成活性 は, 正常肝切群で は 肝
切除後1 日目 に 高い ど - ク を示 し, 2 日. 3 日目に 急速
に 低下す る も の の 依然と Lて 高値を保 っ たが , 黄痘 肝
切群 で は術後 1 日目 に 低 い ピ ー ク を 示 し, 3 日目 に
DN A合成野性は は とん ど不 活発 に な っ て , 正 常 肝 切
群に 比 べ て , D N A合成活性 は著明に 低く な る こ とを 示
し た ･ 山岡 ら6)は ミ ト コ ン ド リ ア 機能冗進 が肝 再生に お
け る D N A合成 に 必 須で あ ると 報告し て い る が , 黄 痘
肝切群で は 肝 切除後に 低 い D N A合成活性を示 し た こ
と は 董痕 に よ り 障害さ れ た ミ ト コ ン ド リ ア 機能 が関与
して い る も の と 考え られ る . 黄痕群 で は先述の 如 く ,
胆 管上皮細胞 の 増連 に より 肝内 D N A含量 が増加 す る
に も かか わ らず , D N A合成活性が低値を呈 した の は,
Grisham
4 9}5 0)の い う よ う に , 胆 管上皮細胞 は増穂時に
も D N A合成が少な く , 細胞 分裂が お そ い な ど , 肝細 胞
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と は性格 が異 な る こ と に よ る もの と思わ れ る ･
肝切除後非常 に 早期か ら R N A合成 が上昇 し ･ 続 い
て 蛋白合成が活発 と な り , や が て D N A合成 が冗遷 す
る
川
. 塚田 6 2Iは D NA 合成 は複製前期 に 起る代謝回転の
速い R N A 及 び蛋白合成の 変化に 依存 して い ると 報告
して い るが , 本実験 で は D NA 合成後の 肝細胞の 増殖
状態及び肝細胞機能 を知 る た め に 肝切除 1 日目以 後の
蛋白合成能 に つ い て 検討 し た .
3H -Le u cin e取込 重 か ら
見た 蛋白合成 は正常肝切群 で は D N A合成の ピ
ー ク に
一 致し て 肝切除後 1 日目 に ピ
ー ク を 示 し .2 日目以 後一
棟ば い を 呈 した の に 対 し , 黄痘肝切群 で は 1 日目 に 低
い ピ ー ク を 示 し ,3 日目 に 著明 な低下 を呈 し た ･ 蛋白合




り 蛋白合成 は ミ ト コ ン ドリ ア の 酸化的燐酸化能 に 依存
して い る ∴ 黄痘肝切群で は術後 1 日目 に 蛋白合成が 正
常肝切群 ほ ど冗過 し な い 理 由 は お そ ら く胆汁う っ 掛 こ
よ っ て ミ ト コ ン ドリ ア 機能 が障害 さ れ , A T P生成能 が
低下 し , エ ネ ル ギ ー 供給 が不充分に な る た め と考 え ら
れ る . 3 日目 に 更 に 低値を 示 した の は 肝 再生の 経 過中
に ミ ト コ ン ドリ ア 機能障害が 一 層進行す る ため と推測
で き る .
肝切除後の 蛋白合成能 を臨床検査法 に て 再確認 す る
た め に , 肝蛋白合成能 を忠実 に 反映す る と い わ れ る ど
タ ミ ン Kl 負荷 へ パ ブ ラ ス テ ン テ ス ト
8 7卜 朝 一を 行 な っ
た . 中谷 ら8 0は肝切除後 , 6 ～ 24時間 で へ パ プ ラ ス チ
ン値 は最低値を示し ,8 日後 は術前値 に 復す が , こ の 値
は Total fu nctio ning hepatic c ellm a s sの 変化 を反
映し て い る と報告 して い る . 本実験 の 正常肝切群 で は
肝切除後 1 日目 に 最低値を示 し , そ の 後 , 急速に 回復
し ,7 日目に 術前値 に 復 して お り . 中谷 らの 成績 に
一 致
す る . 一 方黄 痘肝切群 で は肝切除後3 日目 に 低値の 回
復 に と ど まり , そ の 後 , 回復 の 傾 向を示 さ な か っ た こ
と は お そ ら く正常肝切群 に 比 べ , Total fu n ctio ning
hepatic c ellm a s sが 少い , つ まり 増殖 した 肝細胞数
が少い か 又 は細胞数が あ っ て も蛋白合成髄が障害さ れ
て い る ため と考え られ る .
最後 に 血清 m ･ G OT より , 間接 的に 肝 ミ ト コ ン ド リ
ア 機能 を検討 し た . 大柳 ら
1 1)は 血清 m -G O T値は肝細
胞障害 ,特 に ミ ト コ ン ド リ ア 障害を よく 反映す る こ と ,
菅原 ら
1 0)は m -G O T値及 び m - GO T,S- G O T比 の 上 昇
は ミ ト コ ン ド リ ア の 統合性 の 破綻 を反映 し た現象 と し
て と ら え ら れ るの で . 皿 -GO Tの 動 態か ら肝 の 予備力
が低下 し た状態を間接的 に頬推す る こ と が可能 で あ る
こ と を報告 し て い る , 黄痘群 で 血清 m ･G OT が胆管結
紫後か ら上昇を示 し たの は肝 ミ ト コ ン ド リ ア 障害が あ
る ため と考 え られ る . 正 常肝切群 で は肝切除後 に m -
G O T が一 過性 に 上昇 した の に 対 し , 黄痘肝切群 で は黄
痘群に 比 べ て t 残存肝の 体積が小さ い に も変 らず , 肝
切除後3 日目 に m -α 汀 が 著明 な上昇 を呈 し たの は肝
切除の 刺激 に よ り , 肝 再生 の 経過 中に ミ ト コ ン ドリ ア
機能障害 が 一 層 進行 した こ と を 支持 す る も の と い え る .
血 清 m - G O T, S- G O T 比 も. 黄痘肝 切群で は肝切除
3日 馴こ著明 な上昇 を示 して お り ､ ミ ト コ ン ドリ ア機
能障害 が進行す る こ と を示 し て い る .
結 論
胆 管結紫 1週 間後の 黄痘 ラ ッ ト に 肝 切除を 加え , 黄
痘肝 切除時 の 核酸 , 蛋白代謝 を検討す る目的で 残存肝
の 肝内 D N A含軋
3 H- T hymidin e取込 乱 R N A含量
と蛋白含 乱 3H -Le u cin e取込量 を測定 す る と共に 経時
的に 組織学的検討を加 え, 更に
一 般肝機能 ,ビ タ ミ ン K一
色荷 へ パ ブ ラ ス チ ン テ ス ト, 血清 m
- G O Tの 推移を検
討 し , こ れ ら の 結果 を正 常肝 切 ラ ッ ト , 黄痘 ラ ッ トと
比 較 し て 次 の 成績 を得 た .
1. 肝 内 D N A含量は黄痘軌 黄痘肝切群 , 正常肝
切群 の 順で 有意 に 高値を示 し . 黄 痘肝切群 t 正常肝切
群で は同 じ傾向 で 減少 と増加を示 した ･
2. 肝 D N Aへ が H- T hymidin e取込 量 は 黄痘肝
切群 で は術後 1 日目 に ピ
ー ク を示 し ,D N A合成の 冗進
が見 られ た が 正常肝切群 に比 べ て 低く , 3 日目 に は ほ
と ん ど取込 量の 冗遁を認 めな か っ た .
3. 肝内 R N A含量 . 蛋白含量 , 盛 乱 D N A比
R N A,D N A比 を指標 と す る蛋白合成能 は黄痘肝切群
で は肝切除後 3 日目か ら . 正常肝切群 に 比 し ･ 蛋白合
成能 の 冗進が鈍化 し , 抑 制さ れ て い る こ と を示 した ･
4. 肝蛋白 へ の 3 H-Le u cin e取 込 量 は黄痘肝切群で
は肝切除後 1 日目 に ピ ー ク を示 し , 蛋 白合成の 元進が
見 ら れ た が正 常肝切群 に 比 べ て 低 く , 3 日目 に は正常
肝切群 の よ う な持続性 が な く , 著 明な低下 を示 した･
5. 組織学的検討で は 一 正常肝切群 に 認 め られ る門
脈小葉の 輪状配列が黄痘肝切群 で は認 め られ ず ∴ 軋
肝細胞質内 に 出現す る脂肪顆粒 と思わ れ る空胞も正常
肝切群に 比 べ て 軽度で あ っ た ,
6. 一 般 肝機能 で は , G O T.G P T は黄垣 肝切群の 肝
切除後3日目 に 著明 な上昇を示 し , 肝切除の 刺激に よ
る肝細胞障害 の 増悪 を反映 し た . 血 清 ア ル ブ ミ ン 量I
ビ タ ミ ン Kl 負荷 へ パ ブ ラ ス チ ン テ ス ト値 と も に 肝切
除3 日目以後 の 回復 が不良 で , 黄痘肝切群 で は肝切除
後3 日目に 蛋白合成能が低下す る と考 え られ た ･
7. 血清 m ･ G O T値 は黄痘 群で は高値を呈し ･ 黄痘
肝切群 で は肝切除後3 日目 に 更 に 著明 な上昇を示し･
こ れ は肝再生 の 経過中 に 肝 ミ ト コ ン ド リ ア 機能障害が
黄痘肝切除後 の 肝再生
一 層進行す る た め と考 え られ た.
以上の 実験成績 よ り , 黄痘肝切群で も肝切除後の 再
生現象を 認 め る が正常肝切群 に 比 べ て , 再生力は低下
し, 持続性 が な く , と く に 肝切除後3日目か ら 蛋白合
成能は著明に 低下 し , ミ ト コ ン ドリ ア 機能障害に 基 づ
く肝細胞機能障害が強 く出現する こ と が 明ら か に な っ
た . こ の こ とか ら , 臨床的 に も黄痘肝切除に 際し て は ,
残存肝再生 は充分 に 期待で き ず , 切除範囲に つ い て は
慎重な 配慮 が必 要で あり , 又 , 切 除3 日以 後 で の 肝細
胞障害の 進展が予想さ れ る こ と か ら . 術後管理 に は厳
重な注意が 必 要 で あ る と い え る .
本稿を終え る に臨み . 御指導と御校閲を賜 わ り ま し た恩師
宮崎逸夫教授 に深甚な る謝意を捧 げ ま す . 又 , 終始御指導 と
御助言を頂 い た第2 生化久野滋教授並 び に直接御指導 を賜 っ
た第2 外相倉知圃講師に 衷心よ り感謝致 します . さ ら に , 御
助言を頂 い た 第2 病 理中沼安二講師 , 御協力を頂 い た第2 外
科永川宅相法師を始め . 教室の渚先生 に深 く感謝致 し ます .･
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A b血 act Hepatic r ege n e r atio n of t hejau ndic ed live rafte rpa rtial hepate ctom y w a studied in
r ats espe ciauy in n u cleic a cid synthesis as w e11a s protein synthe sis･ Se v e nty pe r
- C e nt he-
patecto my afte ron e w e ek obstru Ctio n ofthe bile du ct w a spe rfo r m ed a nd c o mpa r ed to n o rm al
uv e r re sctio na nd als oto thejau ndic ed liv e r witho ut hepate cto my.
T he D NA conte nt in theja u ndic ed r e m n a nt liver w a sde c reased on eday afte rhepatecto my
aIid then gr adually in cr e ased asin the n o r m al hepate cto m y. Ho w e v e r,thele v el of D N Ac o ntent
in theja u ndic ed re m n ant liver wa shighe rthan nor m al hepate ctom y a nd lo w e rtha nt heja u ndic ed
liver witho ut hepate cto my. T he in c orpo ration rate of
3
臥thymidin einto the D N A in t hejau n-
dic ed r em n a nt hv e r w asabo ut 5 0% lo we rtha n nor mal hepate ctom y o n the fir st day of he-
pate cto my. T he R N Aandprotein c o nte ntsin t he re m n a ntliv e r, r ePr e Se ntingt he protein synthe
-
Sis, Sho wedlow erin c rem e nt in t heja u ndic ed liv e rtha nin the n o r m al liv e r afte rt hethird day of
hepate cto my. T hein c o rpo r ation r ate of
3
H -Le ucin eintopr otein w a sdete r mined to belo w er o n
t he fir st dayin theja u ndic ed r emn a nt liv e r a nd m a rkedly redu ced afterthethird day c o mpar ed
withno r m al liv e r r es ction . T hele vel ofseru m albu minand Vit. K lo aded hepapla stin test both
re v ealed poor r e c o v e ry afte rthe third day of hepatecto myinja u ndic ed r ats. T he v alu e ofse r u m
mitocho ndrial G O Tw a s m a rkedly in c reas ed afte rthe third day of hepate cto my in ja u ndic ed
rats
,
Sho wlngin c rea sing distu rba n c eof mito cho ndrial fun ctio n afte rhepatectom y-
Fr o mthe s e results
,
it is c o ncluded that rege n eratio n of t heja u ndic ed liv e r afte rpa rtialr e･
se ction c a nbe obtain ed
,
buts uch rege n e ration is we ak a nd im pe r m a n e nt･ T he protein synthesis
is de c re ased afte rthe third day of hepate ctom y, a S a re S ultof in c r e a slng mitocho ndrial dis
-
fun ctio n. One m ust ap pr oach t he r?S e Ctio n of theja u ndic ed liv e rwit hgre at c a utio n, a nd ke ep
in mindt hefa ctthat hepatic disfunction w皿1 in c r e a s e s e v e ral dayslate r.
黄痘肝切除後の 肝再生
写真1 黄痘肝切群 術後 1 日目
胆管上皮細胞増殖, 肝細胞 の 大型化 , 細胞質の 空胞及 び細胞の有系分裂が見 られ る .
(H -Ex400)
写真 2 黄痘肝切群 術後 3 日目




写真3 黄痘肝切群 術後 7日日
胆管上皮細胞増殖が見 られ, 肝細胞内の 空胞及 び門脈 を中心 と す る輪状配列は認 め られ な い ･
(H -Ex200)
写真4 正常肝切群 術後 3 日日
肝細胞の 門脈 を中心と す る輪状配列, 細胞の 大小 不同, 核 渡染像及び細胞質 の空胞が見 られ る ･
(H ･Ex200)
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写真 5 正常肝切群 術後 7 日目
肝細胞の 門脈 を中心 とす る輪状配列及び細胞質の 空胞が見ら れ る . (H ･Ex20)
写真6 黄痘肝切群 術後 1 日日の Auto r adiogra m.
肝細胞核 に 3H -T hymidin e の 取込顆粒が見ら れ, 胆管上 皮細胞核 に は ほと ん ど見ら れな い .
(2週間曝露 ×650)
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写真7 黄痘肝切群 術後 3 日目
肝小葉の肝細胞質 に 多数 の 脂肪顆粒 が見 られ , 中央に 中心静脈が見 られ る .
(脂肪染色 ×100)
